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⽝の「不妊⼿術・去勢⼿術、いつやるのが正しいか問題」を考える 
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はじめに 
2017 年に我が家に雄の⿊ラブを迎え⼊れた。当

時は今ほど不妊⼿術・去勢⼿術に関する話題は多
くなかったが、たまたま不妊⼿術・去勢⼿術の潜
在リスクに関して調べる機会ができ、不妊⼿術・
去勢⼿術で腫瘍や関節疾患が増える可能性が噂さ
れていることを知った。いつ去勢⼿術を⾏うのが
最適なのか、頭を抱え悩んだ事を覚えている。あ
れから数年、⽝の不妊⼿術においてその術式と実
施の時期が⾒直されつつあり、2019 年の全⽶動物
病院協会ガイドラインにおいては 20kg 以上の⼤
型⽝の雄では 9-15 ヶ⽉齢以降での実施を、雌では
5-15 ヶ⽉齢での実施を推奨するようになった。こ
れまでは画⼀的に 4-6 ヶ⽉での不妊・去勢⼿術が
推奨されてきていたはずだが、⼀体いつの変わっ
たのか、なぜ変わったのか。⽇本国内でもしばし
⾒聞きする話題ではあるが、今⼀度情報を整理し
てみようと思う。⽂字ばかりで読んでいて眠気を
誘ってしまうかも分からないが最後までお付き合
い頂ければ幸いである。 

 

 

なぜいま再考されているのか 
 ⽝の不妊・去勢⼿術の元来の⽬的が不要な繁殖

を防ぎ、殺処分数を減らすためであることは疑う
余地がない。しかしながら時代の変化と共にいつ
しか不妊・去勢⼿術の⽬的には特定疾病の予防が
含まれる様になってきた。その代表例が乳腺腫瘍
の予防であろう。Schneider らの研究により、初回
発情前に不妊⼿術を⾏えば乳腺腫瘍のリスクを減
らす事が出来き、⼿術は早ければ早い⽅が良い事
が⽰された[46]。この研究に基づき 4-6 ヶ⽉齢で
の不妊⼿術が推奨され、雄では繁殖や排尿、攻撃
等に関連する問題⾏動を回避することを基準とし
⼿術が⾏われてきた[32]。不妊・去勢⼿術を⾏う
⽝の割合は国によって異なり、アメリカでは 86%
の⽝が不妊・去勢⼿術を受けており、オーストラ
リアでも 80％程度の⽝が⼿術を受けている[37, 
53]。⼀⽅でドイツやノルウェー、スウェーデンな
どの国々では予防的な⼿術は⼀般に受け⼊れられ
ていない。これらの国で不妊・去勢⼿術が⾏われ
るのは疾患の治療のためのみで、40%程度の⽝で
実施されるに留まっている[9, 25, 34]。⽇本におい
ては、⼀般社団法⼈ペットフード協会の令和 4 年
度全国⽝猫飼育実態調査によると約60%の⽝が不
妊・去勢⼿術を受けており、3-6 ヶ⽉で⼿術を受け
た⽝が 13%、6-12 ヶ⽉齢が 40%、1歳以降が 43%
となっている[61]。また、環境省の公益社団法⼈
⽇本獣医師会及び⼀般社団法⼈ペットフード協会
による実態調査によると、⼿術を推奨しても断ら
れる理由の約半数は「かわいそう」「痛そう」とい
う理由であったと報告されている[62]。このよう
に不妊・去勢⼿術に対する考え⽅はそもそも国・
地域によって⼤きな違いがあり、選択的不妊・去
勢⼿術の議論は地域によってその熱量には差があ



 
ると思われる。それでもなお、ここ⼗数年で不妊・
去勢⼿術実施の有無並びにそのタイミングが整形
疾患や腫瘍性疾患に影響を与えるという事が多く
の研究で⽰唆され、⼿術実施の⾄適時期に関して
の議論が巻き起こっている[32]。 

 
 
不妊・去勢⼿術はいつやるのが良いの？ 

そもそもこの論争は特定の疾患における罹患割
合を不妊・去勢⼿術実施の有無とそのタイミング
で評価する研究を受けて広まっている。なぜ論争
が起こるのか、これは、この様な研究の解釈が⾮
常に困難であるからである。これらの研究の多く
は特定品種に限定した研究や、⾮常に多くの症例
を組み込んで⾏った研究である。そのため研究の
内容を、全ての⽝種に当てはまる様に⼀般化する
事は難しい。またこれらの研究ではどうしても
様々なバイアス（交絡因⼦）が含まれてしまい、
さらに結果の解釈を複雑にしている。例えば⼀部
の研究は横断的なデータベースやブリードクラブ
での調査を基に⾏われているが、データベースは
⼆次診療施設で治療を受けた患者のみを反映して
おり⼀般化された⺟集団とは⾔い難く、ブリード
クラブも⼀般の伴侶動物とは異なる⺟集団である。
さらにはアメリカにおいては多くの⽝が不妊・去
勢⼿術を受けているため、未不妊・未去勢の⽝は
少なく、不妊・去勢⼿術を受けた⽝で特定疾患が
多く検出されている可能性も懸念される[32]。す
なわち、そもそもの研究が因果関係を証明できる
ものではなく、相関関係が様々な事象で説明する

ことが可能であるため、結果の解釈は受け⼿の考
え⽅に寄ってしまうのである。実際に筆者がこの
話題に触れた時には「不妊・去勢⼿術実施の時期
を再考すべき」との意⾒から、「統計学のマジック
だから気にしなくても良い」という意⾒に⾄るま
で、多岐に渡る意⾒を頂き本当に⼈によって捉え
⽅が違うものだと感じたものである。 

では乳腺腫瘍と不妊⼿術の関連に関してはなぜ
広く受け⼊れられていたのであろうか。まず先に
挙げた Schneider らの研究以外にも不妊⼿術を⾏
なった⽝の⽅が乳腺腫瘍の発⽣率が低いことは多
くの研究が⽰している[21, 31, 49]。ちなみに
Schneider らの論⽂引⽤で「初回発情前に不妊⼿術
を⾏えば、乳腺腫瘍の発⽣率が 0.5%、2 回⽬以降
だと 26%」と記載されているのを⽬にすることが
あるが、これは⼤きな間違いである。Schneider ら
の論⽂を確認すると元々は「不妊⼿術を⾏ってい
ない⽝と⽐較した場合の相対リスク」として報告
されている。この場合の相対リスクとは、[初回発
情前に不妊⼿術を受けた⽝が抱える乳腺腫瘍のリ
スク]を[不妊⼿術を⾏っていない⽝が抱える乳腺
腫瘍のリスク]で割った数値である。“リスク”で表
すのであれば、この論⽂内では、乳腺腫瘍の発⽣
リスクは初回発情前の⼿術では 0.5%までに低下
し、1-4 回の発情後に⼿術を⾏った場合には 6-8%
に減少、2 歳半以降では乳腺腫瘍の発⽣率に影響
を与えないのではと考察している。話が逸れたが、
乳腺腫瘍に対する不妊⼿術の効果を⽀持する報告
がある⼀⽅で否定的な⾒解も存在している。複数
の研究内容を統合し、総合的に不妊⼿術が乳腺腫
瘍発⽣率に影響を与えるかを評価したメタアナラ
イシスでは、不妊⼿術と乳腺腫瘍発⽣との関連性
は否定的であると報告されている[1]。しかしメタ
解析を正確に⾏うには膨⼤な量のデータが必要で
あり、この報告⾃体が統計学的な有効性を持って
いない可能性も指摘されている[22, 48]。さらには
ゴールデンレトリーバーやジャーマンシェパード



 
では不妊⼿術の有無やそのタイミングで乳腺腫瘍
の発⽣率は変わらないともまとめられている[32]。
しかし乳腺腫瘍に関しては前向き試験での研究や
ホルモン投与との関連性を評価した研究でも発癌
とホルモンとの関連性が⽰されており[5, 15, 16, 
24, 28]、Schneider らの論⽂が広く⽀持される⼀
因となったのかもしれない。 

乳腺腫瘍以外の疾患と不妊・去勢⼿術との関連
性が広く認知され論争が⽣じてきているのは最近
の事ではあるが、その様な報告は 1980 年代から
確認される[38]。最近になって注⽬されてきたの
には、⻑年にわたる研究の蓄積に加え、伴侶動物
に対する社会の意識が変わってきた事も相まって、
不妊・去勢⼿術の様々な疾患に対する“影響”が無
視できない物となってきたのではないかと考えて
いる。不妊・去勢⼿術における動物への影響とし
ては、体重の増加や尿失禁が⽐較的⼀般的である
と思われるが[4, 7, 26, 30, 42, 50]、それ以外にも
これまでに腫瘍性疾患ではリンパ腫や⾎管⾁腫、
肥満細胞腫、および⾻⾁腫のリスクが、整形疾患
では前⼗字靭帯断裂、肘関節形成不全症、股関節
形成不全症、椎間板ヘルニアの発症リスクが上が
るのではと報告されている。特に最近発表された
35品種におけるそれぞれのリスク評価[19]と、雑
種⽝における体重ごとのリスク評価の報告[20]は
反響が⼤きいように感じている。確かに多くの品
種で評価している点でこれらの論⽂は重要である
が、同じ⽝種でもアメリカと⽇本では遺伝的背景
が異なる可能性があることや、他の研究と同様に
様々な統計学的問題が潜在している可能性がある
こと、相反する結論を導いている論⽂も世の中に
は存在していることは念頭に置いておく必要があ
る。また、ゴールデンレトリーバーの前⼗字靭帯
断裂へのリスクと⾎管⾁腫・肥満細胞腫のリスク
のように、競合的で「⼆者択⼀」となってしまっ
ているリスクが存在することも頭を悩ませる要因
ではないかと思う。⼿術学の観点からは⾝体が⼤

きいほど（25kg 以上で）⼿術関連合併症のリスク
が上がるため[14]、⼤型⽝では⾝体の⼩さいうち
に⼿術を済ませたいと考えるのが⼀般的ではない
であろうか。この様に不妊・去勢⼿術の適正期を
取り巻く環境は⾮常に複雑な物となっており、こ
れまでの様に画⼀的に 6 ヶ⽉齢での⼿術は推奨で
きないが、それが悪いとも⾔えず、⼀般論として
いつが最適かもわからない、というのが実情では
ないかと考える。実際多くの総説や記事ではこれ
らの情報を基に、飼い主さんの考えや飼育環境も
加味し、相談しながら個別に決定する必要がある
と述べている。 
Hart らの報告[19, 20]を頼りにするのであれば、

⽝種ごとの⼿術実施適正期は次の通りとなる。（前
述した通り、筆者は学術的にはこの報告だけを頼
りとすることは妙案とは⾔い難く⼀つの⽬安とと
らえる⽅が無難であると考えている。） 

 
 
【雄の場合】 

l ⼿術そのものを⾮推奨 
Ø ドーベルマン 

l 6-11 ヶ⽉齢 
Ø コッカースパニエル、コーギー、ラブラ

ドールレトリーバー 
l 11-23ヶ⽉齢 

Ø ビーグル、ボーダーコリー、ボストンテ
リア、ゴールデンレトリーバー、ミニチ
ュアプードル、ロットワイラー、20-40kg



 
の雑種 

l 23ヶ⽉齢以降での⼿術 
Ø バーニーズマウンテンドッグ、ボクサー、
ジャーマンシェパード、アイリッシュウ
ルフハウンド、スタンダードプードル、
40kg 以上の雑種 

l 任意（⼿術関連でのリスク増加はなし） 
Ø オーストラリアンキャタルドッグ、オー

ストラリアンシェパード、ブルドッグ、
キャバリアキングチャールスパニエル、
チャウチャウ、コリー、ダックスフント、
イングリッシュスプリンガースパニエル、
グレートデーン、ジャックラッセルテリ
ア、マルチーズ、ミニチュアシュナウザ
ー、ポメラニアン、トイプードル、パグ、
セントバーナード、シェルティー、シー
ズー、ウェスティー、ヨーキー、20kg未
満の雑種 

 
【雌の場合】 

l ⼿術そのものを⾮推奨 
Ø ゴールデンレトリーバー 

l 6-11 ヶ⽉齢 
Ø オーストラリアンキャタルドッグ、ロッ
トワイラー、セントバーナード 

l 11-23ヶ⽉齢 
Ø ボーダーコリー、コリー、イングリッシ
ュスプリンガースパニエル、ラブラドー
ルレトリーバー、20kg 以上の雑種⽝ 

l 23ヶ⽉齢以降での⼿術 
Ø ボクサー、コッカースパニエル、ドーベ
ルマン、ジャーマンシェパード、シェル
ティー、シーズー 

l 任意（⼿術関連でのリスク増加はなし） 
Ø オーストラリアンシェパード、ビーグル、
バーニーズマウンテンドッグ、ボストン
テリア、ブルドッグ、キャバリアキング

チャールスパニエル、チャウチャウ、コ
ーギー、ダックスフント、グレートデー
ン、アイリッシュウルフハウンド、ジャ
ックラッセルテリア、マルチーズ、ミニ
チュアシュナウザー、ポメラニアン、ト
イプードル、ミニチュアプードル、スタ
ンダードプードル、パグ、ウェスティー、
ヨーキー、20kg未満の雑種 

 

 
以下に不妊⼿術と関節疾患、腫瘍性疾患との関

連性を⽰した代表的な論⽂の内容を概説する。先
⽣⽅の⽇々の診療の⼀助となれば幸いである。 
 
不妊・去勢⼿術と関節疾患との関連性 
 成⻑板閉鎖には性ホルモンが関与しており⾻格
が成⻑し終わる前に不妊・去勢⼿術を受けると成
⻑板閉鎖が遅延し⻑⾻の成⻑が増加することが⽰
されている[45]。そのため不妊・去勢⼿術を⾏う
時期によっては関節形成に影響が⽣じ、将来的な
関節疾患リスクが増すこと危惧されている。ゴー
ルデンレトリーバーおよびラブラドールを対象と
した研究では 6 ヶ⽉未満で不妊・去勢⼿術を実施
すると股関節形成不全症、肘関節形成不全症もし
くは前⼗字靭帯断裂症いずれかの疾患は発症する
リスクがそれぞれ 2倍と 4-5倍になったと報告さ
れた[17]。また、特に 1 歳未満で不妊・去勢⼿術
を⾏なった場合には股関節形成不全の発症率が⾼



 
くなったと報告されている[17]。ジャーマンシェ
パードでは 1歳前に不妊・去勢⼿術を⾏うと雌雄
共に関節疾患（主に前⼗字靭帯断裂症）の発⽣率
が 3 倍程度に上がると報告されおり[18]、ボクサ
ーの去勢雄は未去勢雄と⽐較し股関節形成不全を
発症するリスクが 1.5 倍⾼かったと報告されてい
る[54]。股関節形成不全に関しては⽝種⾮特異的
な研究によって雄の去勢⼿術でリスクが増加する
ことが⽰されている[59]。関節疾患と不妊・去勢
⼿術との関連においては、⼿術による体重やボデ
ィコンディションスコアの増加が関係しているの
ではと考えられるが、この報告では独⽴因⼦とな
っている可能性が⽰唆されている[59]。⼀⽅で、
股関節形成不全症や肘関節形成不全症は不妊・去
勢⼿術で発症リスクに変化はないとの報告も⾒受
けられるが[2]、この報告で不妊・去勢⼿術実施時
期は考慮されていない。前⼗字靭帯断裂に関して
は⽝種⾮特異的研究にて、雌雄共に不妊・去勢⼿
術にて有病率の上昇やリスクの増加が報告されて
いる[2, 12, 47, 58, 59]。また前⼗字靭帯断裂に関
しては成⻑期における不妊・去勢⼿術によって、
前⼗字靭帯断裂のリスク因⼦となる脛⾻公平部⾓
が⼤きくなることが⽰されている[11, 13]。 
 本邦においては⼩型⽝が多く、股関節形成不全
よりも膝蓋⾻脱⾅の⽅が馴染み深いが、アメリカ
からの報告では不妊・去勢⼿術で膝蓋⾻脱⾅のリ
スク増加は認められなかったと報告されている
[2]。しかし、⾮好発⽝種ではリスクとなる可能性
が⽰唆されており[2]、イギリスからの報告では雌
雄共に不妊・去勢⼿術によって膝蓋⾻脱⾅のリス
クが 2倍程度増加すると報告されている[35]。 
 椎間板ヘルニアに関しては⽝種⾮特異的な調査
にて雌でのみ不妊⼿術によるリスク増加が⽰され
ている[2]。ダックスフンドのみを対象とした⽝種
特異的な研究では 12 ヶ⽉未満での不妊・去勢⼿術
にてリスクが上昇するとの報告や[10]、リスク上
昇は認められないとの報告がある[19]。 

 不妊・去勢⼿術によって関節疾患のリスクが上
昇する原因としてホルモンによる影響ではないか
との説が提唱されている。Kutzler らは不妊・去勢
⼿術によって性腺が摘出されると、下垂体と視床
下部へのエストロゲン・テストステロンによるフ
ィードバックが抑制され、⻩体形成ホルモン濃度
が持続的に⾼値となり、靭帯の弛緩が⽣じている
のではないかと考察している[27]。 

 
 

不妊・去勢⼿術と腫瘍性疾患との関連性 
 乳腺腫瘍に関しては上述した通りである。乳腺
腫瘍以外の⽣殖器腫瘍に関しては不妊・去勢⼿術
によって卵巣腫瘍および精巣腫瘍の発⽣を抑える
ことができる。卵巣腫瘍の発⽣率は未不妊雌の
0.5-1.2%と報告されているが、精巣腫瘍は未去勢
雄の 6-27%で発⽣すると報告されている[29, 44]。
また不妊⼿術により⼦宮および膣の平滑筋腫の発
⽣リスクが低下すると考えられている[3, 39, 51]。 
⽣殖器腫瘍以外の腫瘍に関してはリンパ種、肥
満細胞腫、⾎管⾁腫、⾻⾁腫への影響が広く研究
されている。アメリカの⼤学病院を受診した⽝ 9
万頭を対象とした調査によると、不妊・去勢⼿術
によってリンパ腫、肥満細胞腫、⾎管⾁腫、⾻⾁
腫のどのリスクも上がると報告されている[2]。リ
ンパ腫に関しては様々な⽝種を組み込んだ⼤規模
調査では不妊・去勢⼿術でリスクが 2倍ほど上が
ることが⽰されている[2, 55]。特定⽝種のみで検
討した報告によると、ビズラではどの時期（6 か⽉
齢以前、6-12 か⽉齢、1歳以降）での不妊・去勢



 
⼿術でもリスクが 3-5 倍⾼くなると報告されてい
る[60]。ゴールデンレトリーバーにおいては 6-11
か⽉齢時で不妊・去勢⼿術を⾏うとリスクは 3-5
倍になると報告されている[17]。⼀⽅でラブラド
ールレトリーバーやジャーマンシェパードではど
のタイミングで⼿術を⾏なってもリスクは変わら
ないと報告されている[17, 18]。 
 肥満細胞腫に関しては、⽝種を無作為に組み⼊
れた報告で不妊・去勢⼿術によって雌では 3-4倍、
雄では 1.2-1.3 倍リスクが⾼くなることが報告さ
れている[2, 57]。⽝種ごとの報告によると、ビズ
ラではどの時期での不妊・去勢⼿術でもリスクは
増加し、⼿術によって 3.5 倍リスクが増加すると
報告されている[60]。メスのゴールデンレトリー
バーではリスクが増加する可能性があり、特に 1
歳以降で不妊⼿術を実施した場合に⼤きくリスク
が増加する様であった（未不妊雌での発症がなか
ったため統計解析は不可であった）[17]。⼀⽅で、
ジャーマンシェパードやラブラドールレトリーバ
ー、雄のゴールデンレトリーバーではリスクに影
響を与えなかった。 
⾎管⾁腫に関しては、⾎管⾁腫と診断された⽝

を対象とした研究では不妊・去勢⼿術によって雌
では 1.7倍、雄では 1.1倍、もしくは雌で 3.2倍、
雄で 1.4 倍ほどリスクが上がると報告されている
[2, 41]。⼼臓⾎管⾁腫に限定した研究には、不妊・
去勢⼿術によりリスクは変わらないという報告と
[40]、雌雄共に 4-5 倍程度リスクが上がるという
報告がある[56]。脾臓⾎管⾁腫に限定した場合に
は雌でのみ不妊⼿術でリスクが 2倍程度増加した
と報告されている[38]。⽝種ごとの報告によると、
ビズラにおいては 1歳以降での不妊・去勢⼿術に
よってリスクが雌で 11倍、雄で 5倍に増加し、雌
では 12 ヶ⽉未満での不妊⼿術でも（6-12 ヶ⽉に
⼿術を実施した）6 倍リスクが⾼くなると報告さ
れている[60]。ゴールデンレトリーバーにおいて
は 1歳齢以降での不妊⼿術を⾏なった雌でリスク

が増加すると報告されたが[52]、後の追跡研究に
てゴールデンレトリーバーおよびラブラドールレ
トリーバーは不妊⼿術・去勢⼿術実施の有無で⾎
管⾁腫のリスクは変わらないことが⽰された[17]。
また、ジャーマンシェパードにおいても雌雄共に
リスクが変わらないことが⽰されている[18]。 
⾻⾁腫に関しては、⽝種⾮特異的な研究では不

妊・去勢⼿術によって全体でリスクが 2倍に増加
し[43]、雌雄それぞれでは雌ではリスクが 2.5倍、
雄では 1.6倍になると報告されている[2]。⽝種特
異的な報告によれば、ロットワイラーにおいては
雌雄ともに 1歳以前に不妊・去勢⼿術を受けると
⾻⾁腫発症リスクが雄で 3.8 倍、雌で 3.1 倍⾼く
なると報告されている[6]。この報告では多変量解
析によって、⾻⾁腫のリスクは性別や⾝体の⼤き
さ、体重の影響は受けず、不妊・去勢⼿術が⾏わ
れるまでの期間に関連し、⼿術が遅いほどリスク
が下がる（不妊⼿術の実施を 1 ヶ⽉遅くすると⾻
⾁腫の発⽣リスクが 1.4%減少する）と報告されて
いる。⼀⽅で、ジャーマンシェパードでは不妊・
去勢⼿術でリスクは変化しないと報告されている
[18]。 
 なぜ、不妊・去勢⼿術によって発癌リスクが上
がるのか。膀胱および尿道移⾏上⽪癌の発癌リス
クを多因⼦で評価した報告によれば、移⾏上⽪癌
のリスク因⼦には特定の品種（スコティッシュテ
リア、シェルティ、ウェスティ）であること、雌
であること、不妊⼿術を受けていることがリスク
因⼦であった。さらに⾮リスク⽝種であれば不妊
⼿術は発癌リスクにならないが、スコティッシュ
テリア等のリスク⽝種では未不妊雌よりも不妊雌
で加齢に伴いリスクが上昇していくと報告されて
いる[8]。Oberbauer らは⾃⾝の総説にて、不妊・
去勢⼿術でリスクが上昇する腫瘍は遺伝的素因が
⽰唆されているものが多いため、不妊・去勢⼿術
で発癌リスクが上昇する原因は、性腺除去により
癌細胞への⽝種特異的な免疫寛容性が拡⼤してい



 
るのではないかという説を提唱している[36]。ま
た、多くの研究において不妊・去勢⼿術を受けた
⽝は未不妊・未去勢の⽝よりも寿命が⻑く、雌で
26.3%、雄で 13.8%延⻑すると報告されている[21, 
33, 42]。さらに、不妊・去勢⼿術と腫瘍発⽣リス
クとの関連が⽰唆されているゴールデンレトリー
バーの剖検記録を基にした研究では、65%が腫瘍
で死亡しており不妊⼿術・去勢⼿術実施の有無は
死亡のリスク因⼦とはなっておらず、⾼齢化が癌
に関連した死亡の独⽴したリスク因⼦であること
を明らかとしている[23]。そのため不妊・去勢⼿
術によって寿命が延⻑し、その結果として腫瘍の
リスク（発⽣）が増えた可能性も⽰唆されている。 
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